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成
以
来
、
諸
先
輩
方
か
ら
熱
意
あ
る
研
修

が
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
全

会
員
で
確
認
し
、「
研
修
の
一
水
」「
人
材

育
成
の
一
水
」
を
力
強
く
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

五
月
の
定
期
総
会
で
も
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
各
種
選
考
に
合
格

す
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
格
後
、
短
い
期
間
で
ど
の
よ
う
な
力
を

携
え
、
学
校
経
営
・
学
校
運
営
を
推
進
で

き
る
か
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
職
に
就
い
て
か
ら
ど
ん

な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
試
行
錯
誤
す
る
中
で
色
々
な
困
難

に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
管
理
職
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
向
け
、

「
研
修
の
一
水
」
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
く
体
制
も
整
え
て
い
き
ま
す
。
今

年
度
も
、
一
水
教
育
研
究
所
と
連
携
し
た

研
修
を
取
り
入
れ
て
参
り
ま
す
が
、
主
任

教
諭
選
考
等
の
研
修
に
お
い
て
は
、
本
部

役
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
指
導
校
長
先
生

の
ご
協
力
も
不
可
欠
で
す
。
是
非
と
も
、

各
支
部
を
挙
げ
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教

育
を
担
う
「
人
材
育
成
」
に
お
力
沿
え
く

だ
さ
い
。

「
教
育
は
人
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
東
京
都
一
水
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
、
優
秀
な
「
人
づ
く
り
」
の
一
言

に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
も
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
、

軌
を
一
に
し
て
、
東
京
都
の
教
育
と
子
供

た
ち
の
た
め
に
、
会
の
運
営
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
る
。」
と
言
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
元
に
戻
っ
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。
今
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
を
そ

の
ま
ま
続
け
て
い
て
は
、
教
育
に
進
歩
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
培
っ
て

き
た
も
の
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
学
校
教

育
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
「
新
し
い
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

昨
年
度
、
東
京
都
一
水
会
で
は
ブ
ラ
ウ

ザ
を
活
用
し
た
会
員
登
録
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。
各
支
部
長
の
皆
さ
ん
の
負

担
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
研
修
会
案
内
や

参
加
申
込
に
つ
い
て
、
直
接
会
員
が
閲
覧

し
た
り
、
申
し
込
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
集
め

ま
し
た
会
費
を
有
効
に
運
用
す
る
た
め
、

経
費
削
減
を
目
標
に
支
部
長
会
で
配
布
す

る
資
料
等
は
メ
ー
ル
配
信
と
し
て
、
デ
ー

タ
で
一
水
会
の
校
長
先
生
全
員
が
確
実
に

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
改
善
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
会
組
織
の
実
務
的

な
改
善
の
第
一
歩
で
あ
り
、
運
用
の
成
果

や
課
題
を
引
き
続
き
検
討
委
員
会
で
整
理

し
、
さ
ら
に
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
都
一
水
会
が
進
む
道

東
京
都
一
水
会
は
昭
和
四
十
三
年
の
結

東
京
都
一
水
会
会
長
　
加
　
藤
　
　
　
勲

新
し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
確
立
へ

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

令
和
二
年
三
月
、
政
府
の
方
針
で
全
国

の
学
校
が
一
斉
に
臨
時
休
校
と
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
学
校
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
の
月
日
が
経
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
迎
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
取
扱

が
２
類
か
ら
５
類
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
に
お
け
る
行
事
等
に
も「
中
止
」や「
制

限
」
と
言
う
言
葉
が
影
を
潜
め
、
各
地
域
・

各
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
進
め
ら

れ
始
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
辛
い
三
年
間
の
経
験
を

通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
・
考
え
、
教

育
課
程
の
見
直
し
、
教
員
の
働
き
方
改
革

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
５
類
に
な
っ
た
こ

と
で
「
元
の
教
育
活
動
に
戻
す
こ
と
が
で

は
じ
め
に

今
年
度
、
東
京
都
一
水
会
第
四
十
七
代

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
江

東
区
立
枝
川
小
学
校
長　

加
藤
勲
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
五
年
度
の
東
京
都
一
水
会 

定
期
総

会
が
、
去
る
五
月
十
三
日
（
土
）
午
後
二

時
よ
り
、
江
東
区
立
枝
川
小
学
校
を
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

次
第
は
左
記
の
通
り
で
す
。

一　

開
会
の
言
葉

二　

国
家
斉
唱

三　

会
長
挨
拶

四　

議
事

　

①
令
和
四
年
度
事
業
報
告

　

②
令
和
四
年
度
会
計
報
告

　
　

並
び
に
監
査
報
告

　

③
令
和
五
年
度
役
員
承
認

　

④
令
和
五
年
度
事
業
計
画
案
審
議

　

⑤
令
和
五
年
度
予
算
案
審
議

　

⑥
そ
の
他
審
議
、
報
告
事
項

五　

新
役
員
代
表
挨
拶

六　

栄
進
会
員
の
紹
介

七　

決
意
表
明

八　

東
京
都
一
水
会
の
歌
斉
唱

九　

閉
会
の
言
葉

杉
山　

勲
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
引

き
続
き
、
国
歌
斉
唱
で
第
五
十
六
回
の
定

期
総
会
は
幕
を
開
け
ま
し
た
。

浅
岡
寿
郎
会
長
は
、
研
修
の
一
水
、
連

携
と
団
結
の
一
水
で
あ
る
こ
と
を
強
く
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
議
事
で
は
、
令
和
四
年
度
の
事

業
報
告
、
会
計
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、

そ
し
て
令
和
五
年
度
の
役
員
承
認
、
事
業

計
画
案
、
予
算
案
が
盛
大
な
拍
手
を
も
っ

 
令
和
五
年
度
　
第
五
十
六
回

東
京
都
一
水
会 

定
期
総
会

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
新
会
長
か
ら
は
、
東
京
都
一
水
会

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
皆
の
力
を
結
集
し

よ
う
と
の
力
強
い
お
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に
令
和
五
年
度
の
新
役
員
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

浅岡 寿郎　前会長加藤　勲　新会長東京都一水会　令和五年度　新役員

【
研
修
部
・
幼
稚
園
こ
ど
も
園
部
・

主
任
教
諭
選
考
部
・
一
水
教
育
研
究
所
】

【
研
修
部
・
Ａ
選
考
・
指
導
主
事
部
・
Ｂ
Ｃ
選
考
部
】

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 回 

二
月
三
日
（
土
）
午
後
三
時 

一
月
十
三
日
（
土
）
午
後
三
時 

九
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時 

九
月
九
日
（
土
）
午
後
三
時 

九
月
二
日
（
土
）
午
後
三
時 

六
月
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時 

五
月
二
十
日
（
土
）
午
後
三
時 

五
月
十
三
日
（
土
）
午
後
三
時
半 

四
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時 

日
時 

中
野
・
桃
園
第
二
小 

江
東
・
枝
川
小 

文
京
・
千
駄
木
小 

文
京
・
千
駄
木
小 

文
京
・
千
駄
木
小 

文
京
・
千
駄
木
小 

豊
島
・
目
白
小 

江
東
・
枝
川
小 

千
代
田
・
昌
平
小 

会
場 

任
用
合
格
者　

Ａ
主
任
合
格
者 

校
長
候
補 

Ａ
Ｂ
Ｃ
候
補 

校
長
候
補
面
接
受
験
者 

校
長
候
補
面
接
受
験
者 

校
長
・
副
校
長
任
用
前　

Ａ
選 

全
研
修
生　

論
文
筆
答 

全
会
員 

校
長
候
補 

対
象

回
日
時

会
場

対
象

１
六
月
十
一
日
（
日
）
午
後
二
時

立
川
・
第
五
小

主
任
教
諭
候
補

２
六
月
十
八
日
（
日
）
午
後
二
時

中
野
・
塔
山
小

主
任
教
諭
候
補

３
七
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時

小
平
・
小
平
第
五
小
主
任
教
諭
候
補

４
七
月
八
日
（
土
）
午
後
二
時

豊
島
・
目
白
小

主
任
教
諭
候
補

５
八
月
五
日
（
土
）
午
前
十
時

区
内
幼
稚
園

園
長
・
副
園
長
候
補

６
二
月
三
日
（
土
）
午
後
三
時

中
野
・
桃
園
第
二
小
合
同
研
修
会

７
二
月
十
六
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
区
内
幼
稚
園

園
長
・
副
園
長
合
格
者

研　
修　
会
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《
研
修
局
》

◎
人
材
育
成
・
危
機
管
理
等
、
今
日
的
な

教
育
課
題
に
対
し
て
的
確
に
対
応
し
、

教
育
改
革
を
推
進
す
る
教
育
管
理
職
と

し
て
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
。

◎
校
長
選
考
部
、
Ｂ
Ｃ
選
考
部
、
Ａ
選
考

部
を
統
括
し
、
各
種
研
修
会
の
充
実
を

図
り
、
教
育
管
理
職
と
し
て
の
資
質
・

能
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
東
京
都
の
教
育
を
担
う
管
理

職
を
育
成
す
る
。

《
校
長
選
考
部
》

◎
校
長
と
し
て
備
え
て
お
く
べ
き
危
機
管

理
、
人
材
育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
の

今
日
的
な
教
育
課
題
に
対
し
て
、
新
し

い
発
想
と
幅
広
い
見
地
か
ら
考
え
、
対

応
で
き
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。

◎
講
演
会
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
面
接
な

ど
の
様
々
な
実
践
を
踏
み
、
校
長
職
を

担
い
、
東
京
都
の
教
育
に
十
分
に
寄
与

で
き
る
管
理
職
を
育
成
す
る
。

《
Ｂ
Ｃ
選
考
部
》

◎
教
育
管
理
職
を
目
指
す
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
（
主
任
教
諭
、
主
幹
教
諭
）
を
対

象
と
し
た
研
修
と
、
教
育
管
理
職
合
格

者
（
副
校
長
補
充
要
員
）
を
対
象
と
し

た
研
修
を
行
う
。

◎
教
育
管
理
職
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
基
礎
・
基
本
の
理

解
や
課
題
発
見
・
的
確
な
方
策
に
つ
い

て
の
講
義
・
演
習
、
面
接
指
導
等
を
行
う
。

そ
し
て
、
教
育
管
理
職
の
魅
力
、
や
り

が
い
を
伝
え
て
い
く
。

《
Ａ
選
考
部
・
指
導
主
事
部
》

◎
Ａ
選
考
を
目
指
す
ミ
ド
ル
・
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
と
し
た
講
話
及
び
演
習
等
に
よ

り
、
指
導
主
事
の
職
務
へ
の
理
解
を
促

し
、
合
格
後
の
実
践
的
指
導
力
向
上
を

図
る
。

◎
Ａ
選
考
に
関
す
る
指
導
、
助
言
を
行
う
。

《
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
部
》

◎
管
理
職
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
向
上

を
図
る
研
修
を
行
う
。

◎
教
育
管
理
職
を
目
指
す
研
修
生
の
資
質
・

能
力
の
向
上
を
図
る
研
修
を
行
う
。

《「
雄
飛
」
編
集
部
》 

◎
任
用
制
度
に
対
応
す
る
為
、
校
長
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
、
主
任
教
諭
等
、
各
選
考
に
か
か

る
論
文
解
答
例
や
面
接
例
を
掲
載
す
る
。

◎
論
文
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
や
面
接
の
心
得

等
も
掲
載
し
、
管
理
職
等
を
志
す
教
員

の
資
質
・
能
力
の
向
上
と
会
員
相
互
の

研
修
の
充
実
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

《
組
織
対
策
部
》

◎
会
員
募
集
案
内
、
会
員
名
簿
の
作
成
配
付

◎
人
材
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
提
供

◎

《
広
報
部
》

◎
本
部
行
事
や
支
部
の
研
修
を
中
心
と
し

た
活
動
報
告
を
行
う
。

◎
組
織
の
充
実
・
拡
大
を
目
指
し
た
記
事

の
収
集
と
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
目

指
す
。

《
会
計
部
》

◎
会
費
の
厳
正
か
つ
迅
速
な
徴
収
に
つ
と

め
、予
算
の
適
正
な
計
画
と
執
行
を
行
う
。

《
厚
生
部
》

◎
本
部
並
び
各
部
、
支
部
と
の
連
携
を
図

り
、
会
員
相
互
の
親
睦
及
び
厚
生
の
向

上
を
図
る
。
特
に
、
今
年
度
は
数
年
ぶ

り
に
新
年
会
を
実
施
す
る
。

《
主
任
教
諭
選
考
部
》

◎
主
任
教
諭
選
考
に
向
け
て
の
研
修
を
、

区
部
・
市
部
各
２
回
ず
つ
計
４
回
実
施

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
会
は
、「
全
体

会
」
と
「
少
人
数
で
の
演
習
」
で
構
成

す
る
。
全
体
会
で
は
講
師
に
よ
る
講
話

を
行
う
。
演
習
で
は
、
研
修
生
が
作
成

し
た
職
務
レ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
、
指
導

校
長
か
ら
指
導
を
行
う
。

◎
さ
ら
に
、
合
同
研
修
会
の
分
科
会
に
お

い
て
、
合
格
者
が
、
主
任
教
諭
の
職
務

に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
を
行
う
。

一
、
自
ら
活
動
し
て
他
を
動
か
す
は
、
一

水
の
水
な
り
。

二
、
障
害
に
逢
い
て
激
し
く
そ
の
勢
力
を

倍
力
す
る
は
、
一
水
の
水
な
り
。

三
、自
ら
の
進
路
を
求
め
て
止
ま
ざ
る
は
、

一
水
の
水
な
り
。

四
、
自
ら
潔
く
し
て
他
の
汚
濁
を
洗
い
、

し
か
し
て
清
濁
合
わ
せ
容
る
る
は
、

一
水
の
水
な
り
。

五
、
洋
々
た
る
大
海
を
充
た
し
、
発
し
て

は
雲
と
な
り
、
雨
と
変
じ
、
凍
り
て

は
瑛
籠
た
る
氷
雪
と
化
す
る
も
、
そ

の
性
を
失
わ
ざ
る
は
、
一
水
の
水
な

り
。

水　五　訓

各
部
の
活
動
計
画
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